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人類にとって解決すべき最重要問題

温暖化→

人類 大の環境問題：

CO2問題（地球温暖化）

海面上昇・異常気象・海洋循環の停止

→食糧・人口問題への連鎖



地球大気の二酸化炭素濃度は急激に上昇している地球大気の二酸化炭素濃度は急激に上昇している



気温にして
約10℃！！

0.6℃





CH2O + O2 → CO2 + H2O

原因は？

化石エネルギーの燃焼
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なぜ二酸化炭素は増えているのか？なぜ二酸化炭素は増えているのか？



二酸化炭素問題へのアプローチ二酸化炭素問題へのアプローチ



・化石代替エネルギーの開発

（核エネルギー，自然エネルギー）

・エネルギー効率の改善

（高燃費エンジン，新しい熱機関）

・森林への固定

・海洋隔離

排出の抑制

固定・隔離

・地中隔離

二酸化炭素問題へのアプローチ

・排出された二酸化炭素の回収



現在研究されている二酸化炭素固定法現在研究されている二酸化炭素固定法



炭素の分布炭素の分布

CH2O



CaCO3 CH2O



炭素の分布炭素の分布

出典：Ronov and Yaroshevsky, 1976; Holland, 1978;
Moore and Bolin, 1986; Berner, 1989; Abe, 1988

5.6×1023(?)(炭酸塩、グラファイトなど）マントル・コア

9.3×1021CaCO3、CaMg(CO3)2地殻(炭酸塩)

1.8×1021CH2O地殻(有機炭素)

3.3×1017CH2O生物圏(死骸)

4.7×1016CH2O生物圏(生存)

3.0×1018HCO3-、CO3
2-海洋

6.2×1016CO2大気

存在量 (mol)主な存在形態リザーバー



CO2CO2問題とは・・・炭素の分布の問題問題とは・・・炭素の分布の問題

大気中に分布していることが問題なのだ！

分布（配置）を変えてやればよい！！

どこに配置するか？



新しい二酸化炭素地中隔離法の提言新しい二酸化炭素地中隔離法の提言
――海洋地殻処分海洋地殻処分――



半永久にCO2を隔離するための技術革新

↓

太古の地球大気は数千倍もCO2に富んでいた

そのとき地球は，何をしていたのか？

↓
CO2問題解決のための重要なヒントが

隠されているはず！



過去の大気過去の大気COCO22濃度の変遷濃度の変遷

(Kasting, 1993)



世界の地質体の年代分布世界の地質体の年代分布

ピルバラ地塊

(Maruyama and Isozaki, 1992)



Geological map of the Marble Bar areaGeological map of the Marble Bar area

(after VanKranendonk, 2001)

Study area



マーブルバー地域の地質マーブルバー地域の地質

(Kato and Nakamura, 2003)(Kato and Nakamura, 2003)
















